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846T/847T本体部部品表

注2)参照

注1） 品番の前に★印　　　の付いている部品は846T、☆印　　　の付いている部品は847Tの推奨交換部品です。
　     推奨交換部品をセットでご注文いただく場合には、「シートリングセット」とご用命ください。
注2） 品番5シートリングは、品番6バックアップラバーを組付けた状態で納入いたします。
　     847T（50～200mm）の場合は、さらに品番2弁体、品番3上部弁棒、及び品番4下部弁棒を組付けた状態で納入いたします。
　     847T（250mm、300mm）の場合は、品番2弁体を組付けた状態で納入いたします。
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本製品に使用する潤滑剤は下記指定品を使用し
てください。（空気圧シリンダ・電動機は専用取扱
説明書による）

本体の弁棒穴、ベアリング、2次リング、
Ｏリング、グランドパッキン

シリコーングリース 信越シリコーングリース
低温潤滑用 G-30M（信越化学工業株式会社）

処理箇所 防錆剤および潤滑剤 品名（社名）
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本体上下の弁棒穴（2カ所）にシリコーングリース
を塗ってください。内径側から20mm程度に薄く
均一に塗ってください。〔図-33〕
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ください。グランドパッキン　には、シリコーングリ
ースを塗布してください。

Ｏリング　にはシリコーングリースを塗ってくだ
さい。

シリコーングリースを塗布してください〔図-39〕
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ベアリング　の外周部・下部本体弁棒穴にシリコー
ングリースを塗布して、下部本体を組み付けしま
す。シートリング　のフランジ面裏側を本体などで
傷つけないように注意しながら、本体フランジ面の
溝が1本しか見えないところまで、押し入れてくだ
さい。 〔図-49〕〔図-50〕
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先にシリコーングリースを塗布し、シリコーングリ
ースによりボール　をホローボルト　の先端に固
定してシートパッキン　底フタ　を取付けます。
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